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作家の美術館での初個展となる本展覧会は、
5年目を迎えた「金沢若者夢チャレンジ・アート
プログラム」の国際化を目指した第1弾であっ
た。作家の描かれたイメージ、そして「描く」行
為自体を通じて、絵画という根源的な表現言語
の力と可能性を人とまちを舞台に実践したプロ
ジェクトであった。不特定多数の人々がマクドナ
ルドの絵と出会い、彼らの解釈が展覧会のプロ
グラムそのものとして発展し、多種多様な表現
が生まれた。まさに絵のリーディングの現場そ
のものが展覧会のコンテンツであった。
　館内2室にて「サロン」、「ディスコ」、そして美
術館外にて「タウン」という3つのプロジェクト
／舞台を中心に展開した。まず2011年4月、マ
クドナルドの描く様々な日常風景の絵画38点
が一堂に会した展示空間「サロン」からスタート
した。ここで生まれる鑑賞者と作品、果ては作
家との開かれた対話がプロジェクト後半に展
開、美術館外活動「タウン」へと展開した。

　試みのひとつとして、プロジェクト「Shipping 

Salon」を実施。マクドナルドが制作のため金
沢に滞在した4月中旬からの約2か月の間、「サ
ロン」にポストを設け、来場者から手紙を募り、
1033通が投函され、全て作家に届けられた。
絵が自身の言語のひとつたるマクドナルドは
個別にドローイングで応えた。手紙の差出人
とマクドナルドの経験や思考が折り混ざったド
ローイングは、唯一無二の生

なま

の対話である。総
数1044通のドローイングは、住所を記した人
宛には切手が貼られ、個人レターとしてさらな
る対話を求めて世界各地へと発信された。住
所を記さなかった人宛のものについては、不特
定多数の来場者へのメッセージというかたちで
「サロン」に展示された。
　自分の絵が部屋一帯になり、訪れる人があた
かも自分の絵の登場人物になって、絵とつなが
り、人とつながっていく――これは、ピーター・
マクドナルドが本展参加にあたり思い描いたイ

メージである。プロジェクト「ディスコ」は、4月
下旬からマクドナルドと20代から30代のボラン
ティア・メンバーが、高さ6メートル、4壁面の全
長約70メートルというサイズの壁画を描き、こ
の空間を舞台に様 な々プログラムを随時併催す
る場となった。作家とメンバーの濃密な交流及
び自己表現の場が様々な表現者たちを惹き付
け、新しい出来事が生み出されていった。
　Buffalo Daughterやアミット・ロイによるコン
サート、50人のDJによる毎週末のショーケース
では、彼らの絵画の解釈が壁画空間に増幅し続
けた。この現場に鑑賞者が出会い、体を動かし、
くつろぎ、あるいは歓声をあげ、走り回る。その
カオスな響きと余韻が空間に蓄積されていった。
「ほかのあたまほかのからだ」は、能楽師の渡
邊茂人、髙橋憲正、薮克徳、舞踊家の中西優子、
ヨガ・インストラクターの砂山由希子という異な
るジャンルの身体表現の専門家を迎え、「自己」
をテーマに、「絵を描くこと／みること＝パフォー
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ミングすること」を通じて、自分自身と出会い、
対話する研究会として実施された。
　ボランティア・メンバーも常にこれらのプロ
グラムに立ち合い、自身も「ディスコ」で制作
した。12名のメンバーの想いや意志が、本プ
ロジェクトにおいて様々なかたちの表現になっ
て姿を現し、ワークショップとして企画、運営、
実践された。造形言語と身体言語の出会いを
一般対象に拡げた「ほ か の あたまをつくろ
う！」、絵を描き、自分と、マクドナルドの絵と、
他者とつながることを試みた「Studio Disco ̶
ディスコで描いてディスコとつながるパノラマ・
ペインティング」、マスキング・テープを用いて
線、色、かたちを他者と制作する「マスキング・
ペインティング ̶かくれる線とあらわれるかた
ち」、この空間を新たな表情で見せる「懐中電
灯ディスコ」。彼らは、鑑賞者と「絵を描くこと／
みること＝パフォーミング」を実践していった。
　ピーター・マクドナルドは、9度の金沢訪問、
総日数約120日間の金沢滞在期間中、実に多
くの人 と々場所に出会った。鑑賞者、メンバー、
コラボレーター、まちの人々が、そして、作家が
目にした金沢の風景が彼に新たな創作姿勢を
もたらし、何度も通った場所や通りにも彼の絵

が現れていった。このような絵を介したコミュニ
ケーションは、アクチュアルな行為であり、確実
なつながりがあった。パラレル・ワールドとして
ホワイトキューブの中に展示されていた絵の世
界は、自転車店あるいは喫茶店という場所に出
現していった。また、マクドナルドは、滞在中に
描いたドローイングを手に、デイケアセンターや
特別養護老人ホームを訪問、人 と々絵について
談話し、人々がドローイングに新たな意味と深
い解釈を加えていった。こうして、この1年で、ペ
ンによる線画1044点、壁画1点、屋外看板1点、
ドローイング103点が誕生した。
　絵画という孤独な作業を自問自答し探求し続
けていたマクドナルドは、この1年で、実に多く
の他者に出会い、絵を通してダイレクトな対話
を続ける状況に身を置かれていた。絵に応える
他者がマクドナルドの目の前にいて、語りかけ
た。ひとりごとのように描いてきた作家は、周囲
からの反応と自身の体験を重ね合わせ、自身が
応答するかのようにドローイングを描き続けた。
俯瞰するかのように距離感を保っていた画家
が、日常の一部として周囲とともに在り、絵を描
く。その場が、金沢であり、美術館であり、「ピー
ター・マクドナルド：訪問者」展であった。

（北出智恵子）
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高さ6m、4壁面の全長約70mの壁画空間《ディスコ》

作家（中央）とプロジェクト・メンバー、DJたち

《ディスコ》制作風景（2011年5月13日）

展覧会最終日「フィナーレ」にて開催されたメンバー

企画・制作・運営のワークショップ

「ほかのあたまほかのからだ」（2012年3月20日）

メンバー企画・制作・運営のプログラム

「懐中電灯ディスコ」（2012年3月17日）

「サロン」展示風景

「ディスコ」で作品制作中のマクドナルド

「ディスコ」にて開催された「Buffalo Daughter ライブ」

（2011年9月18日）

「タウン」プロジェクトのひとつ、「Cigarette Box in Town」。

金沢滞在中にマクドナルドが訪れた場所や出会った

人々に彼の作品を託すプロジェクト。

作家の歩幅で徐々に彼のイメージが日常に浸透していった。

「タウン」プロジェクトのひとつ、「サイクリング」。

出会った場所、人から着想を得て新作《到着》（2012年）を

描き上げた。

「タウン」プロジェクトのひとつ、「てまり」。

金沢滞在中に描いた103点のドローイング・シリーズ

「金沢ドローイング」を「ディスコ」空間に展示するだけでは

なく、デイケアセンターや特別擁護老人ホームに

訪問・持参し、対話した
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